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展覧会の基本構成
展示は以下の３つの場所から構成されます。
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1. 人々が自然と近寄りたくなる、やわらかさや生命を感じさせる佇まい

「愛される建築」にとって、その佇まいはとても大切だと考えます。
日本館にふんわりとテキスタイルのマントを着せて、建築の佇まいを、思わず近寄って
みたくなるものに変化させます。テキスタイルによる庇は日陰をつくり出すとともに風を
可視化することで、心地よい人々の居場所を生み出します。テキスタイルは、繊維をつくる
過程から福祉施設との対話の中でつくられ、会期終了後には他の用途に転用されます。

外観

２. 愛おしいものをしまっておく、光に満ちた宝箱としての内部 内部

天窓から光の降り注ぐ日本間の内部空間は、光を柔らかく反射するタイルによって、
愛おしいもの、大切なものをしまっておく宝箱のような空間をつくります。
「愛される建築」を考える上でヒントとなるインタビューの映像や、「愛される建築」
のリサーチをまとめた模型を宝物として展示し、その意義や理念を伝えます。
タイルは会期後に回収し「愛される建築」を目指す場所へと再利用されます。

３. 来場者との対話を通して、ともに考える場としての半屋外空間 ピロティ

「愛される建築」においては、ハードだけでなくそこで起こる活動や対話のプロセスも
大切だと考えています。半屋外のピロティにはバーをしつらえ、居心地よく人々が集まり、
ざっくばらんに語り合うことの出来る場をつくります。活動を通して場を育てていくことで、
建築を生きたものにします。バーではトークイベントを定期的に開催し、建築家、施工者
運営者、地域の使い手や研究者など、さまざまな立場の人が参加します。

日本館の佇まいを変え、居場所をつくるテキスタイル

インタビュー候補：　富田玲子（象設計集団）播磨靖夫（財団法人たんぽぽの家理事長）惠谷浩子（奈良文化財研究所）検討中
光を反射するタイルに包まれ、理念を伝える展示を鑑賞

ピロティの開放性や彫刻的な柱を生かした対話の場



Seriously Fun, MOMA PS1, 2019Mirage in the forest, KENPOKU2016

Daily Landscapes / Alvaro Siza XSCHOOL

Good Job! Project


	ビエンナーレ５-１
	ビエンナーレ５-２
	ビエンナーレ５-３
	ビエンナーレ５-４_ver03

